
国際ロータリー第 2660地区
2018-19年度のための地区研修・協議会  ロータリー財団 部門  議事録

会場名 
サブリーダー 

役職         氏名 

大阪国際会議場 

12階  1202号室
次年度資金管理小委員会委員長 曉 琢也 

資金推進小委員会委員長 大谷 隆英 

リーダー 役職・氏名 次年度奨学金小委員会委員長 柳山 稔 

パストガバナー／次年度地区

ロータリー財団委員長  福家 宏

議事録作成者 副ＳＡＡ 井原 基博 （大阪南 RC）

開 会                                  （１５時１５分）

発表者：次年度地区ロータリー財団委員会 福家 宏 委員長 

【記録内容】ロータリー財団・ポリオ撲滅 

開会の挨拶 

ロータリー財団について 

Ⅰ．財団のあゆみ 

1917 年国際ロータリー連合会基金の創設以降のあゆみについて 

Ⅱ．財団のプログラム 

① ポリオ撲滅活動 

② ロータリー平和センター 

③ 補助金（地区補助金とグローバル補助金）プログラムについて 

Ⅲ．シェアシステム 

① ３年前の年次基金＋恒久基金収益の５０％が、地区財団活動資金(ＤＤＦ)に、 

残り５０％が、国際財団活動資金(ＷＦ)にシェアされる 

② ＤＤＦの５０％までを地区補助金として使用でき、残りをグローバル補助金、 

ポリオプラス、平和センターの支援のために使用できる 

③ ＷＦからＤＤＦに上乗せの形で還元できる 

Ⅳ．財団寄付と地区目標 

① クラブ財団委員長の役割について 

② 次年度 財団の目標について 

ポリオ撲滅について 

① ポリオの根絶は、世界中の子ども達へのロータリーの約束 

② 我が国のポリオ発生状況 

 １９６０～６１年頃に大流行、その後、ワクチン導入で収まる 

③ １９８８年から、ＷＨＯ、ユニセフ、米国疾病対策センター(ＣＤＣ)と共に、 

世界ポリオ撲滅推進計画(ＧＰＥＩ)の主要パートナーとなる 

④ ２０１１年、常在国は３か国に 

⑤ 最後の１％の撲滅が困難、武力紛争や地理的な孤立、乏しいインフラ、文化的・宗教的障壁か
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ら予防接種が困難 

⑥ ポリオプラスへの寄付、地区の目標、５０ドル/人 

発表者：次年度資金管理小委員会 曉 琢也 委員長             （１５時４５分）

【記録内容】ロータリーの補助金 

１．本日お伝えしたいこと 

・奉仕活動と補助金の関係 

奉仕が目的であり、地区補助金及びグローバル補助金は手段である 

  ・補助金を利用する上での責任 

    利用上の資格と報告の義務 

２．ロータリー財団の補助金制度 

国際奉仕(グローバル補助金、地区補助金)→人道奉仕、奨学金、職業研修チーム 

社会奉仕(地区補助金         )→人道奉仕、奨学金、職業研修チーム 

３．２つの補助金制度 

 ・地区補助金(ＤＧ) 

比較的小規模な活動、国内外における活動、ＲＣの無い国での活動も可、 

   地区財団活動資金(ＤＤＦ) 

 ・グローバル補助金(ＧＧ) 

   大規模活動、６重点分野、海外クラブ・地区との共同提唱 

   地区財団活動資金(ＤＤＦ)と国際財団活動資金(ＷＦ) 

４．地区補助金の活動実例 

① 社会奉仕 こどもホスピス支援 

② 人道的国際奉仕活動 カンボジア・プノンペンの学童支援 

５．グローバル補助金の要件、６重点分野、資金調達、申請のポイントについて 

６．地区補助金の申請要件、申請額、クラブ寄付実績による分配率、申請スケジュールについて 

７．年次基金の流れ(シェア・システム)について 

８．クラブの資格認定、覚書の承認と同意、覚書の留意点 

９．地区補助金の報告書、ＲＩ為替レート、余剰金、資金管理の注意点について 

発表者：資金推進小委員会 大谷 隆英 委員長               （１６時１５分）

【記録内容】財団寄付と認証 

１．財団への寄付推進 

2018-19 年度年次基金寄付目標 １５０ドル/人以上 

   2018-19 年度恒久基金寄付目標 各クラブで１人以上のベネフェクター 

   2018-19 年度ポリオプラス目標 ５０ドル/人以上 

２．財団への寄付の現状について 

３．財団への寄付推進 

１）ロータリー財団活動の透明性 

２）寄付金使途の自主性 

３）税制上の優遇措置 
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４）募金方法の工夫 

４．財団寄付の認証について 

５．ポール・ハリス・ソサエティーの紹介 

６．ロータリー・クレジットカードの紹介 

発表者：次年度奨学金小委員会 柳山 稔 委員長              （１６時３８分）

【内容】ロータリー財団奨学金 

１．奨学金小委員会の紹介 

 2017-18 年度活動方針より説明 

２．グローバル補助金奨学生について 

 2017-18 年度 2660 地区募集要綱より説明 

３．ロータリー財団の奨学金 

① ロータリーが授与する奨学金の年間総額平均 ７５０万ドル 

② ロータリーから奨学金を受けた人の数 ３５万人 

・学生などの応募者は、ネット等で調べて、最寄のロータリークラブへ連絡してくる場合があるの

で、その時は地区の方へ連絡して頂きたい 

閉 会                                  （１６時５２分）


